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1. はじめに
　錦織選手は世界のプロスポーツ選手の総収
入で29位とランキングされ、約36億とされた。
では、なぜそのような巨額な資金を創出するこ
とが可能であるのだろうか。プロスポーツ研
究では、主に野球などが歴史・制度論的側面
から研究がされているが（菊：1998）、ゴルフ
のようなトーナメント型構造については検討
されてきていない。そこで本研究では、３つの
視点からプロテニス界の構造を検討すること
を目的としている。１）プロテニス界の構造を
作成し、２）プロ選手のキャリアパス構造を検
討する。さいごに、３）ランキングポイントと
経済性から分類化し、その実相について検討
を試みることである。
2. 分析方法
　４名の選手、関係者から、半構造化面接に
よる聞き取り調査が行われた（各60-120分程
度）。
3. プロテニス選手へのキャリアパス
構造
　プロ選手として活躍している選手は小学校
前か、遅くても低学年からキャリアをスタ トー
している。彼らは強化コースを持つテニスクラ
ブ等に通い、中学校も同クラブで活動し全日
本ジュニアで優勝を目指す。近年は、通信制
高校へ通い1日中練習や大会に時間を費やし
ていくように変容してきている（井山：2016）。
これは、早熟型プレーヤーのほうがATPラン
キングを高く維持する仕組みとの関連がある
と指摘されている（坂井：2009）。そのため、
プロを目指す選手たちは学校部活動からクラ
ブへと育成の場を移行しプロ選手を目指して
没入していく。
4. 男子プロテニス・ツアーの構造とそ
の変容史
　プロスポーツとしてのテニス組織の構造は
1972年に大きく変容する。1913年に国際ロー
ンテニス連盟として設立されたILTF（1977以
降、International Tennis Federationに変更、
以下：ITF）が大会運営をしていたが、1972年
に選手の権利・利益を保護するためにITFか
ら独立した組織としてAssociation of Tennis 
Professionals（以下：ATP）が成立した。ATP
が1973年にコンピューターランキングシステ
ムを導入することにより構造が大きく変容し
た。現在では4大大会と最低獲得レベルの大
会をITFが運営をし、それ以外のトーナメント
はATPが運営している。トーナメントは複数
の階層を有したピラミッド構造になっており、
１年間での獲得ポイントにより出場可能な大
会が異なる。また、階層が高い大会に出場する
ほど獲得賞金も大きくなる。
5. プロ選手の分類化 ： ポイントと
獲得賞金から
　年間を通して獲得したATPポイントからの
ランキングと獲得賞金から選手たちを4階層
に分類した（図1）。１）ランキング１位-100位
（約9億円-約4,000万円：2015年度獲得賞
金）である選手をトップ・プレーヤーとした。
彼らは常時、4大大会に出場可能な選手たちで
ある。次は、２）ランキング101位-300位（約
3,000万円-約300万円）である選手をセカン
ド・プレーヤーとした。彼らは、まだ不安定な
がら250位前後までのランキングになれば、4
大大会の予選に参加することが可能になる選
手層である。３）ランキング300位から2,100
位(約250万円以下)までの選手をストラグ
ル・プレーヤ （ーStruggle）とする。彼らは、更
なるATPポイントの獲得を目指して世界の各
層のATPツアーやフューチャーズを巡り、4大
大会への出場権を目指している選手たちであ
る。さいごに、４）ATPポイントを獲得できて
おらず、全日本選手権出場（ATPポイントを必
要としない）を目指している選手をドリーマ ・ー
プレーヤ （ーDreamer）とした。プレーを継続
するため、実業団に所属するか、テニススクー
ルのコーチとして収入を得ながらATPポイン
トの獲得を目指している。
（検討などの詳細は、平成28年度身体運動文化学会
大会学会抄録参照のこと）
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図1　男子プロテニス・ツアーの仕組みと大会のレベル
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